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1. 授業の概要（ねらい）
この科目は演習形式の授業で、学生が各自の目標を明確にし、主体的、計画的に学習することを基本とします。１年次で
培った学力を再確認し苦手科目を分析し、国家試験演習に取り組む準備をします。授業では、これまで学習してきた内容
の復習およびまとめとして問題集を用いた演習と解説を中心に行い、理解度を高めると同時に問題になれるよう学習しま
す。さらに、個々の学生に対して面談を実施し、学生毎の学習や進路に関する相談と指導をおこないます。 これらは柔道整
復学科ディプロマポリシーの１つである「柔道整復学の関連領域における基本的な科学的知識を有する。」に該当します。

2. 授業の到達目標
○　前期の学生生活における目標を設定する事ができる。
○　各主要科目についての課題を明らかにできる。
○　学修についての課題を解決するための計画を作成できる。
○　卒業後の社会人としてのビジョンを伝える事ができる。
○　自身の考えを友達や教員に簡潔に説明する事ができる。
○　復習により柔道整復学に関する知識を高められる。
○　国家試験過去問題の出題形式、問題内容を正しく理解し正解を導くことができる。

3. 成績評価の方法および基準
定期試験（80％）、中間試験（20％）にて成績評価します。再試験は１回のみ実施します。 
中間試験では試験後に問題の解説を行い、特に回答率が低い問題分野は詳細に講義します。
期末試験では試験後に正解と教科書出題範囲を掲示しフィードバックを行います。

4. 教科書・参考文献
教科書
全国柔道整復学校協会が監修した国家試験関連科目のテキストを持参してください。科目については授業の進行状況に
よりテキストの指示をし、必要に応じて資料を配布します。

5. 準備学修の内容
３名の教員が各々のクラスを担当して授業を進行するため担当教員によりその教授方法が異なる事が有るのでガイダンス
を授業説明を聴いてください。
試験の結果や他の科目の出席状況に応じて、三者もしくは二者面談を行う場合があります。 
授業中の飲食、私語、携帯電話の操作など、他人の迷惑になる行為はやめましょう。

6. その他履修上の注意事項

7. 授業内容
【第１回】 前期および後期を含めた学生生活の年間計画をたてる
【第２回】 １年生で学んだ範囲の実力試験
【第３回】 実力試験回答解説
【第４回】 大学における学修方法の検討（面談形式）（現在の学修状況を理解する）
【第５回】 国家試験取得に知っておくべき事の確認（面談形式）
【第６回】 学生生活の内容を再検討する（面談形式）
【第７回】 卒後の進路や希望について具体的に議論する（面談形式）
【第８回】 コミュニュケーション能力向上
【第９回】 モチベーションを向上する
【第10回】 文章作成の方法
【第11回】 社会常識、倫理、マナーについて
【第12回】 国家試験の基礎科目で１年次修了科目の演習と要点の解説１
【第13回】 国家試験の基礎科目で１年次修了科目の演習と要点の解説２
【第14回】 国家試験の基礎科目で１年次修了科目の演習と要点の解説３
【第15回】 国家試験の基礎科目で１年次修了科目の演習と要点の解説４


